
〜⼤空へ、そして宇宙へ！〜
航空宇宙システムの⼈材育成と研究開発を推進

国家的背景
我が国では，航空機産業を⾃動⾞産業に続く基幹産業に育成する⽅針を⽴てており，中でも，

欧⽶諸国に⽐べて遅れを取っている航空機装備品のシステム化技術の育成が喫緊の課題となっ
ています．

航空機システムに係る技術開発を担当
関連する研究分野：航空機⼒学，流体⼒学，構造・材料
⼯学，精密⼯学，アクチュエータ⼯学，その他部⾨メンバー
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⻑野県の対応
これを受け，⻑野県では，平成

28年5⽉に「⻑野県航空機産業振
興ビジョン」を策定，飯⽥下伊那
地域を核として「アジアの航空機
システム（装備品システム）拠
点」を作り上げる⽅針を打ち出し
ました． その実現に向けて必要
となる，⾼度⼈材育成機能と研究
開発機能の構築に対し，信州⼤学
への期待が寄せられました．

航空機システム部⾨のミッション
上記の背景から，航空機システム部⾨では，飯⽥地域において以下の活動を実施しています．
・企業と連携，国家プロジェクト等の資⾦を活⽤し，航空機システム技術の研究開発を推進
・それを通し，装備品産業等の航空機産業において即戦⼒となりうる⾼度な⼈材を育成

⻑野県航空機産業振興ビジョン（⼀部）



磁性流体ブレーキ(左)と 渦電流ブレーキ(右) 
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航空機装備品システム技術の研究開発
● ⾮接触防爆型油量計システムの研究開発

戦略的基盤技術⾼度化⽀援事業（サポーティングインダストリー）（FY29〜31）

● ⺠間航空機搭載次世代ハイブリッド型ブレーキの実現性に関する調査
地域中核企業創出・⽀援事業 （FY29）

● GPS/INS 複合航法システムの研究開発
宇宙航空研究開発機構（JAXA）との共同研究 （FY29〜FY31）

• 地域中核企業創出・⽀援事業
(FY28)により，補助燃料タン
クシステムの開発可能性に関
して検討．

• ライバル製品に対する新規優
位技術として，防爆性の改善
に資する⾮接触式油量計シス
テムの研究開発計画を策定．

• サポーティングインダスト
リー制度(FY29)により，補助
燃料タンクの燃焼危険性改善
に資する⾮接触式油量計シス
テムの開発を開始．

• 航空機のメンテナンスを⾶躍
的に簡略化できる⾮接触式ブ
レーキシステム．

• それぞれに⻑所と弱点のある
磁性体ブレーキと渦電流ブ
レーキのハイブリッドシステ
ム．

• 安全性，信頼性の確保，複合
化，⼩型化等が課題．

• GPS/INS 複合航法システムは，
⺠間航空機への搭載を⽬指し
た基準策定が世界的に進⾏中．

• 基準策定と連動し，我が国独
⾃技術を基として⺠間航空機
搭載⽤のGPS/INS複合航法シ
ステムの技術を確⽴．

• ソフトウェアの認証取得と，
プロトタイプの環境試験通過
が⽬標．

防爆性に優れた補助燃料タンクシステム

GPS/INS複合航法システムの構成


